
課：

・補助金交付決定事務
・補助金の支払い
・補助金額確定手続き

【スポーツ少年団事務局としての事務】
・大阪府等からの通知を各部会長へ通知
・北河内７市事務局との調整
・少年団の連絡事項を各部へ通知
・少年団役員会に係る事務局業務（資料確認・開催通知・出席）年２回
・少年団総会に係る事務局業務（資料確認・開催通知・出席）年１回
・団登録事務（期日通知・承認作業・登録状況管理）年間を通じて都度
・北河内地区スポ―ツ少年団連絡協議会評議員会に係る事務局業務（資料作成・開催通知・出席）
　枚方市は令和６年及び７年が担当。年２回
・枚方市スポ―ツ少年団スポ―ツフェスティバルに係る事務局業務（資料作成・各種申請手続き・出席）

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

少年団の活動が更に活発化し、日本スポ―ツ協会が掲げるスポ―ツ少年団の３つの理念（①一人でも多くの青少年にス
ポ―ツの歓びを提供する②スポ―ツを通じて青少年のこころとからだを育てる③スポ―ツで人をつなぎ、地域づくりに
貢献する）を、より多くの団員が達成するために支援を行う。

対象者(受益者)
枚方市スポ―ツ少年団（各団に所属する児童/各団の指導者）
※少年団は、登録する年の４月１日現在満3歳以上の団員10名以上と、日本スポ―ツ少年団指導者・リ―ダ―規程に基
づくスポ―ツ少年団の理念を学んだ２名以上の指導者で構成。（原則）

現状・課題
団員数は年度により、多少の増減を見せているが、指導者は減少傾向にある。
また、指導者の減少は団数の減少にも繋がる。

事業の概要
本市における青少年の健全な育成に寄与する枚方市スポ―ツ少年団（以下「少年団」）の活動を支援するため、毎年補助
金の支出を行っている。

年間の主な事務

根拠法令等 スポ―ツ基本法、枚方市補助金等交付規則、枚方市スポ―ツ少年団活動事業補助金交付要領

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 スポ―ツ少年団活動補助金 補助金性質： 事業費補助

事業期間 事業開始 ： 1963（S38）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 任意的区分

施策目標 17.誰もが文化芸術やスポ―ツなどに親しみ、学び、感動できるまち 性質 文化・スポ―ツ

担当部署(R7年度機構) 部： 観光にぎわい部 スポ―ツ振興課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 2

事務事業名称 スポ―ツ少年団活動支援事業



① 円 円 円 円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

873 ― ― ― 人

スポ―ツ少年団登録システムに登録している団体数 スポ―ツ少年団登録システムに登録している団員数

850 900 1,000 1,050 人

39 ― ― ― 団体

R6 R7 R8 R9 単位

39 39 40 40 団体

少年団に参加する全ての人が、継続的にスポ―ツを楽しむこ
とができる。

指
標

スポ―ツ少年団登録団体数

指
標

スポ―ツ少年団の登録団員数

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

登録する年の４月１日現在満3歳以上の団員10名以上と、日
本スポ―ツ少年団指導者・リ―ダ―規程に基づくスポ―ツ少
年団の理念を学んだ２名以上の指導者で構成（原則）

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

スポ―ツ少年団活動補助金額 円 154,000 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績

一般財源(物件費充当分のみ) 154 ー ー ー 250

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 2,230 ー ー ー

　物件費計 154 ー ー ー 250 61.6%

　人件費計 2,076 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 2,076 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

0.27人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員



R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

令和７年度も引き続き、スポーツ少年団の活動を補助し、団加入前の子どもが気軽に少年団に触れられる機会を創出
することで、少年団登録者数の増加に寄与する。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

団員募集の周知活動に尽力し団員及び団体の増加に努めること、団加入前の子どもが気軽に少年団に触れられる機会を創出することで、少年団登録者数の増加
させ、令和９年度末の週１日以上スポ―ツに取り組む成人の割合を増やす。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

枚方市スポーツ少年団の活動に対し、補助金を支出することで、青少年の健全育成や体力向上に寄与した。
また、団員増加を目的に各スポーツ施設への団員募集ポスターの配架や、スポーツ少年団の各部会に対し地元チーム等への団員募集周知を依頼した。



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 675 ー ー ー 675

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 1,300 ー ー ー

　物件費計 675 ー ー ー 675 100.0%

　人件費計 625 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 10 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 615 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.01人 ― ― ―

0.08人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

・補助金交付決定事務
・補助金の支払い
・補助金額確定手続き

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

競技者が目標を持って協議に取り組むことができ、競技力を向上させることができる環境を整え、一人ひとりの成長を
支え、豊かな心を育むまちを目指します。また、市民にとっても年齢や興味または関心に応じた種目を選択し、生涯にわ
たってスポ―ツに親しむ環境を充実させます。

対象者(受益者) 公益財団法人枚方市スポ―ツ協会の各加盟団体に所属する人

現状・課題
大会の開催や市民を対象とした講習会・体験イベントなどスポ―ツに親しむことができる環境が求められている。また、
競技普及の機会が不足している。

事業の概要
市民のスポ―ツ活動の振興を図るため、公益財団法人枚方市スポ―ツ協会に加盟する各団体の活動に対して、毎年補助
金の支出を行っている。

年間の主な事務

根拠法令等 枚方市補助金等交付規則、決裁

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 体育団体活動補助金 補助金性質： 事業費補助

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 任意的区分

施策目標 17.誰もが文化芸術やスポ―ツなどに親しみ、学び、感動できるまち 性質 文化・スポ―ツ

担当部署(R7年度機構) 部： 観光にぎわい部 スポ―ツ振興課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 3

事務事業名称 スポ―ツ団体活動補助事業



① 円 円 円 円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

各団体の活動が活発化し、市民が生涯にわたってスポーツに親しむ環境が充実している状態を目指して、引き続き加
盟団体に対する支援を行っていく。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

団体登録者数や大会参加者数が増えることで各団体の活動が活発になり、団体独自の大会が多く開催されることで競技者が目標を持って競技に取り組める環境
を実現し、令和９年度末の週1日以上スポ―ツに取り組む成人の割合を増やす。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

公益財団法人枚方市スポーツ協会へ加盟する27団体へ補助金の交付を行った。
天候により開催できなかった大会があったため大会等の実施回数は目標数値を下回ったが、大会参加者数は目標数値を上回る結果となった。

26,730 ― ― ― 人

― ―

24,100 24,200 24,300 24,400 人

92 ― ― ― 回

R6 R7 R8 R9 単位

106 106 106 106 回

競技者が目標を持って競技に取り組め、競技力が向上する。

指
標

加盟団体主催・共催の大会等実施回数

指
標

加盟団体が主催・共催する大会等の参加人数

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

団体主催の大会・スポ―ツ教室を開催するなど、活動が活性
化する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

体育団体活動補助金額 円 675,000 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

・補助金交付決定事務
・補助金の支払い
・補助金額確定手続き

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

公益財団法人枚方市スポ―ツ協会が、スポ―ツで優秀な成績を収めた市民や団体の紹介、スポ―ツ大会やイベントの情
報発信、ホ―ムタウンチ―ムとの交流機会の創出を行う市民スポ―ツ応援サポ―ト事業を実施することで、市民のスポ―
ツへの興味や関心を高め、スポ―ツ人口の拡大を図ります。

対象者(受益者)
公益財団法人枚方市スポ―ツ協会
公益財団法人枚方市スポ―ツ協会各事業への参加者

現状・課題
市民のスポ―ツへの興味や関心を高め、市民にとっても年齢や興味または関心に応じた種目を選択し、生涯にわたって
スポ―ツに親しむ環境を充実させます。

事業の概要

公益財団法人枚方市スポ―ツ協会が実施する市民のスポ―ツへの興味や関心を高めるための取り組みに対して補助金
を交付する。
①スポ―ツ応援事務（世界大会や全国大会出場する選手や団体の応援を行う際や、優勝セレモニ―や報告会等を実施す
る際のサポ―トを行う）
②スポ―ツ情報提供事業（ホ―ムペ―ジやSNSにおいて情報発信するために、情報内容や企画、広報、情報提供を行い、
継続的にスポ―ツの普及・啓発を行う）
③トップアスリ―トとの市民交流事務（トップアスリ―トと触れ合える市民応援DAYや報告会等のイベントを実施）
④賑わい創出事業（親子わくわくパ―クフェスタやひらかた街ぶらロゲイニング」など、スポ―ツ無関心層へのスポ―ツの
魅力発信と賑わい創出を行う）

年間の主な事務

根拠法令等 枚方市補助金等交付規則、市民スポ―ツ応援サポ―ト事業補助金交付要項

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 市民スポ―ツ応援サポ―ト事業補助金 補助金性質： 事業費補助

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 任意的区分

施策目標 17.誰もが文化芸術やスポ―ツなどに親しみ、学び、感動できるまち 性質 文化・スポ―ツ

担当部署(R7年度機構) 部： 観光にぎわい部 スポ―ツ振興課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 20

事務事業名称 市民スポ―ツ応援サポ―ト事業補助事業



① 円 円 円 円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

78 ― ― ― 人

― ―

40 700 800 900 人

3 ― ― ― 回

R6 R7 R8 R9 単位

2 2 2 2 回

市民が気軽にイベントに参加する

指
標

賑わい創出事業の実施イベント数

指
標

各種イベント参加者数
※令和６年度は、親子わくわくパ―クフェスタが悪天候のた
め一部プログラム中止

R6 R7 R8 R9

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
②

説
明

公益財団法人枚方市スポ―ツ協会がスポ―ツ無関心層への
スポ―ツの魅力発信と賑わいを創出する参加型イベントを開
催する

ア
ウ
ト
カ
ム
②

説
明

単位

1,755 ― ― ― 回

― ―

1,700 1,800 1,900 2,000 回

208 ― ― ― 回

R6 R7 R8 R9 単位

200 210 220 230 回

市民のスポ―ツへの興味や関心が高まり、フォロワ―が増え
る

指
標

ＳＮＳ（Instagram・Facebook・X）の発信回数

指
標

ＳＮＳ（Instagram・Facebook・X）のフォロワ―数

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

公益財団法人枚方市スポ―ツ協会が市民向けのスポ―ツ大
会・イベント・教室等の開催情報発信を行う

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

市民スポ―ツ応援サポ―ト事業補助金額 円 4,322,774 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績

一般財源(物件費充当分のみ) 4,323 ー ー ー 4,323

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 5,784 ー ー ー

　物件費計 4,323 ー ー ー 4,323 100.0%

　人件費計 1,461 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 1,461 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

0.19人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員



R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

令和７年度も引き続き、スポーツ協会の実施する事業を補助することで、スポーツに触れる機会の提供や市民のス
ポーツへの興味や関心を高めるきっかけづくりに寄与する。
イベントは予備日を設定する等、天候に左右されず実施できる方法について検討する。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

スポ―ツの魅力発信と参加型イベントを開催することで、無関心層も含め、スポ―ツに触れる機会を提供し、市民のスポ―ツへの興味や関心を高めるきっかけと
なり、令和９年度末の週１日以上スポ―ツに取り組む成人の割合を増やす。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

公益財団法人枚方市スポーツ協会が実施する「市民スポーツ応援サポート事業」に対し、補助金を支出することで、市民が気軽にスポーツに親しめる環
境を提供するとともに、スポーツ教室の開催や全国大会または世界大会に出場する市民に関する情報をSNSを通じて発信するなど、市民のスポーツ
に対する関心を高めることに寄与した。
「親子わくわくパークフェスタ」は一部のプログラムを中止したことから、参加者数は目標値を下回る結果となった。



課：

・補助金交付決定事務
・補助金の支払い
・補助金額確定手続き

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

公益財団法人枚方市スポ―ツ協会が、地域スポ―ツや競技スポ―ツ、障害者スポ―ツなどへの支援や情報発信を行う地
域・競技スポ―ツコンサルティング事業を実施することで、市民のライフステ―ジに応じたスポ―ツ機会の提供を図りま
す。

対象者(受益者)
公益財産法人枚方市スポ―ツ協会
公益財団法人枚方市スポ―ツ協会各事業への参加者

現状・課題
高齢化の進展やコロナ禍、ストレス社会による、生活習慣病の増加、フレイル等の健康被害も増加しています。また、労働
人口の減少が社会課題となるなか、企業は「健康経営」に注目しています。

事業の概要

公益財団法人枚方市スポ―ツが実施する市民の健康増進や市内企業における健康経営の推進を図るための取り組みに
対して補助金を交付する。
①地域スポ―ツコンサルティング（市民向け相談窓口）（スポ―ツ教室・スポ―ツイベントの開催相談やプログラム企画・ボ
ランティア・指導者や活動場所等の紹介、スポ―ツ用品の貸し出しを行う）
②健康経営®のコンサルティング（企業向け相談窓口）（健康経営取り組み方法や事例などについての相談を行う）
③障がい者スポ―ツのコンサルティング（障がい者スポ―ツの相談、障がい者スポ―ツの普及・支援事業を行う）
④各種団体等との連携・協働（協会ポ―タルサイトを活用したスポ―ツ関連団体の情報掲載などを行う）

年間の主な事務

根拠法令等 枚方市補助金等交付規則、健康スポ―ツ普及事業補助金要項

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 地域・競技スポ―ツコンサルティング事業補助金 補助金性質： 事業費補助

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 任意的区分

施策目標 17.誰もが文化芸術やスポ―ツなどに親しみ、学び、感動できるまち 性質 文化・スポ―ツ

担当部署(R7年度機構) 部： 観光にぎわい部 スポ―ツ振興課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 29

事務事業名称 地域・競技スポ―ツコンサルティング事業補助事業



① 件 件 件 件

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

地域スポ―ツや競技スポ―ツ、障害者スポ―ツなどへの支援や情報発信を行う地域・競技スポ―ツコンサルティング事業を実施することで、市民のライフステ―ジ
に応じたスポ―ツ機会の提供を増やすきっかけとなり、令和９年度末の週１日以上スポ―ツに取り組む成人の割合を増やす。

６．取組実績に対する自己分析・総括

99 ― ― ― ％

目標値は令和６年度実績を基準
毎年、２件ずつ増加することを目標とする

アンケ―ト調査による満足度（満足と回答した件数/総回答件数）

85 90 95 100 ％

36 ― ― ― 件

R6 R7 R8 R9 単位

36 38 40 42 件

地域スポ―ツへのコ―ディネ―ト、コンサルティングを実施し
た企業及び個人に対するアンケ―ト調査による満足度

指
標

市民向け及び企業向け相談・調整（全体件数）

指
標

地域スポ―ツへのコ―ディネ―ト、コンサルティングに対する満
足度　(スポ―ツ協会)

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

地域スポ―ツコンサルティング（市民向け）と健康経営®のコ
ンサルティング（企業向け）相談・調整件数

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

地域・競技スポ―ツコンサルティング事業補助金額 件 2,992,109 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績

一般財源(物件費充当分のみ) 2,992 ー ー ー 2,993

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 3,684 ー ー ー

　物件費計 2,992 ー ー ー 2,993 100.0%

　人件費計 692 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 692 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

0.09人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員



R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

令和７年度も引き続き、スポーツ協会が実施する事業を補助することで、団体・地域ごとの多様なニーズに対応したイ
ベント開催及びコンサルティングを行い、市民のライフステージに応じたスポーツ機会の提供に寄与する。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

R6
年度

公益財団法人枚方市スポーツ協会が実施する「地域・競技スポ―ツコンサルティング事業」に対し、補助金を支出することで、地域スポーツのコンサル
ティングにおいては、地域と企業ともに新規の相談を受けるなど、地域におけるスポーツ活動の活性化や企業の健康経営の支援に寄与した。障がい者
スポーツのコンサルティングについても、スポーツを楽しめる機会の提供と様々な人々との交流によるノーマライゼーションの理念の普及にも寄与し
た。



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 5,967 ー ー ー 5,969

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 6,659 ー ー ー

　物件費計 5,967 ー ー ー 5,969 100.0%

　人件費計 692 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 692 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

0.09人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

・補助金交付決定事務
・補助金の支払い
・補助金額確定手続き

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

公益財団法人枚方市スポ―ツ協会が、スポ―ツ指導者及び支援者の発掘や養成、派遣を行うスポ―ツサポ―タ―ズバン
ク事業を実施することで、「支えるスポ―ツ」の推進を図ります。

対象者(受益者)
公益財団法人枚方市スポ―ツ協会
公益財団法人枚方市スポ―ツ協会各事業への参加者

現状・課題 公益財団法人枚方市スポ―ツ協会の職員のみでは十分な規模、内容で実施することができない。

事業の概要

公益財団法人枚方市スポ―ツ協会が実施する、スポ―ツ指導者及び支援者の発掘や養成、派遣を行うスポ―ツサポ―タ
―ズバンク事業に対し、本補助金を交付する。
①講習会・研修会及び養成講座の開催（指導者や支援者の育成に係る講習会を実施。育成した指導者や支援者に定期的
に指導方法のフォロ―アップ研修を行い指導者や支援者の資質向上に努める）
②スポ―ツサポ―タ―ズの登録業務
③指導者派遣事業（市民のニ―ズに合わせ指導者を派遣するとともに、中学校部活動などへ指導者の派遣や支援を行
う）

年間の主な事務

根拠法令等 枚方市補助金等交付規則、スポ―ツサポ―タ―ズバンク事業補助金交付要項

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 スポ―ツサポ―タ―ズバンク事業補助金 補助金性質： 事業費補助

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 任意的区分

施策目標 17.誰もが文化芸術やスポ―ツなどに親しみ、学び、感動できるまち 性質 文化・スポ―ツ

担当部署(R7年度機構) 部： 観光にぎわい部 スポ―ツ振興課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 30

事務事業名称 スポ―ツサポ―タ―ズバンク事業補助事業



① 円 円 円 円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

令和７年度も引き続き、スポーツ協会が実施する事業を補助することで、スポーツインストラクターやスポーツリー
ダーなど地域人材の募集、育成を図り、市民のスポーツ活動の振興に寄与する。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

スポ―ツ指導者及び支援者の発掘や養成、派遣を行うスポ―ツサポ―タ―ズバンク事業を実施することで、「支えるスポ―ツ」を推進することにより、市民のスポ
―ツへの興味や関心を高めるきっかけとなり、令和９年度末の週１日以上スポ―ツに取り組む成人の割合を増やす。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

公益財団法人枚方市スポーツ協会が実施する「スポーツサポーターズバンク事業」に対し、補助金を支出することで、指導者・支援者の派遣回数は、前
年度よりも地域向けと企業向けの両方で指導者は件数が大きく増加するなど、「支えるスポ―ツ」の推進に寄与した。

222 ― ― ― 回

目標値は令和６年度実績。
令和６年度実績以上の回数を開催することを目標とする。

―

60 225 230 235 回

5 ― ― ― 回

R6 R7 R8 R9 単位

5 5 5 5 回

市民の中から発掘・育成された指導者や支援者が、企業や団
体からの派遣依頼に基づき派遣された回数

指
標

講習会及び研修会の開催回数

指
標

発掘・育成された指導者や支援者の派遣回数

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

各種講習会及び研修会の開催回数

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

スポ―ツサポ―タ―ズバンク事業補助金額 円 5,967,278 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 13,091 ー ー ー 13,098

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 13,783 ー ー ー

　物件費計 13,091 ー ー ー 13,098 99.9%

　人件費計 692 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 692 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

0.09人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

・補助金交付決定事務
・補助金の支払い
・補助金額確定手続き

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

公益財団法人枚方市スポ―ツ協会が、市民の健康増進や市内企業における健康経営の推進に寄与することを目的に、本
事業の各プログラムを実施することで、「観る」「する」「支える」の各分野において、市民および企業のスポ―ツへの参加
機会の拡充、多様なニ―ズへの対応等の充実を図ります。

対象者(受益者)
公益財団法人枚方市スポ―ツ協会
公益財団法人枚方市スポ―ツ協会各事業への参加者

現状・課題
高齢化の進展やコロナ禍、ストレス社会による、生活習慣病の増加、フレイル等の健康被害も増加しています。また、労働
人口の減少が社会課題となるなか、市民の健康増進や市内企業における健康経営が注目されている。

事業の概要

公益財団法人枚方市スポ―ツ協会が実施する市民の健康増進や市内企業における健康経営の推進に寄与することを目
的とした取り組みに対して補助金を交付する。
①「健康スポ―ツ事業」として、市民の健康増進や高齢者の介護予防を目的に、地域展開における楽10体操や朝活教室
などの事業を実施。また、地元サッカ―チ―ム「ティアモ枚方」のホ―ムゲ―ム開催時に合わせて、健康チェックができる
機会を提供し、地域チ―ムとの連携による健康意識の向上を図る。
②「健康経営セミナ―」として、近年、本市でも関心の高まっている「健康経営」について、企業への啓発や支援の取り組
みを継続し、更なる普及と定着を目指す。
③「オ―ダ―メイドプログラム（健康パッケ―ジ）」として、市民・企業を対象に、それぞれのニ―ズに応じたオ―ダ―メイド
型の運動・スポ―ツプログラムの提供を行う。

年間の主な事務

根拠法令等 枚方市補助金等交付規則、健康スポ―ツ普及事業補助金交付要項

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 健康スポ―ツ普及事業補助金 補助金性質： 事業費補助

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 任意的区分

施策目標 17.誰もが文化芸術やスポ―ツなどに親しみ、学び、感動できるまち 性質 文化・スポ―ツ

担当部署(R7年度機構) 部： 観光にぎわい部 スポ―ツ振興課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 40

事務事業名称 健康スポ―ツ普及事業補助事業



① 円 円 円 円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

令和７年度も引き続き、スポーツ協会の実施する事業を補助し、スポ―ツに触れる機会を提供することで、市民のス
ポ―ツへの興味や関心を高めるきっかけづくりに寄与する。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

スポ―ツに触れる機会を提供し、市民のスポ―ツへの興味や関心を高めるきっかけをつくり、令和９年度末の週１日以上スポ―ツに取り組む成人の割合を増やす。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

公益財団法人枚方市スポーツ協会が実施する「健康スポーツ普及事業」に対し、補助金を支出することで、市民の健康増進や市内企業における健康経
営の推進に寄与した。
(事業例）
・健康スポーツ事業として「楽10体操�」や「朝活教室」などの健康支援プログラムを実施。
・オーダーメイドプログラムとして、ニーズに応じたオーダーメイド型の運動・スポーツプログラムの提供。等

11,707 ― ― ― 人

― ―

9,200 11,800 11,900 12,000 人

8 ― ― ― 回

R6 R7 R8 R9 単位

8 8 8 8 回

目的達成に向けた事業を十分な規模、内容で実施され、スポ
―ツ体験を通じた啓発、知識の普及等を行う。

指
標

各事業実施数

指
標

各事業参加者

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

目的達成に向けた事業を各ニ―ズに応じた内容で実施す
る。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

健康スポ―ツ普及事業補助金額 円 13,091,390 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 2,619 ー ー ー 2,660

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 3,311 ー ー ー

　物件費計 2,619 ー ー ー 2,660 98.5%

　人件費計 692 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 692 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

0.09人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

・補助金交付決定事務
・補助金の支払い
・補助金額確定手続き

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

公益財団法人枚方市スポ―ツ協会が、市民が様々なスポ―ツを気軽に体験できる機会を提供することを目的に市民オリ
ンピック事業を実施することで、スポ―ツへの興味や関心を高めるとともに、スポ―ツを始めるきっかけを創出します。

対象者(受益者)
公益財団法人枚方市スポ―ツ協会
公益財団法人枚方市スポ―ツ協会イベントへの参加者

現状・課題 市民を対象とした体験イベントなどスポ―ツに親しむことができる環境が不足している。

事業の概要

公益財団法人枚方市スポ―ツ協会が実施する市民のスポ―ツへの興味や関心を高めるための取り組みに対して補助金
を交付する。
市民オリンピック事業として、毎年スポ―ツの日に開催。小学生を中心に、様々なスポ―ツを気軽に体験できる機会並び
にスポ―ツや運動にチャレンジするきっかけづくりを提供し、スポ―ツに興味・関心を持ってもらうことを目的に複数の
種目を時間入替制で実施。また、興味・関心をもってもらったスポ―ツ種目や運動の継続場所を紹介することによって、
スポ―ツ習慣の定着を目指す。

年間の主な事務

根拠法令等 枚方市補助金等交付規則、市民オリンピック事業補助金交付要項

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 市民オリンピック事業補助金 補助金性質： 事業費補助

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 任意的区分

施策目標 17.誰もが文化芸術やスポ―ツなどに親しみ、学び、感動できるまち 性質 文化・スポ―ツ

担当部署(R7年度機構) 部： 観光にぎわい部 スポ―ツ振興課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 48

事務事業名称 市民オリンピック事業補助事業



① 円 円 円 円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

令和７年度も引き続き、スポーツ協会の実施する事業を補助することで、イベント参加者の増加を図り、イベント後も
継続してスポーツに取り組む子どもの増加に寄与する。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

十分な規模、内容でイベントを実施することでイベント参加者の増加に繋げ、イベント後も継続してスポ―ツや運動に取り組む子どもの割合を増やし、令和９年度
末の週1日以上スポ―ツに取り組む成人の割合を増やす。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

公益財団法人枚方市スポーツ協会が実施する「市民オリンピック事業」に対し、補助金を支出することで、市民が様々なスポーツを気軽に体験できる機
会を提供し、スポーツへの関心を高めるとともに、スポーツを始めるきっかけづくりに寄与した。

78 ― ― ― ％

― 「スポ―ツ（体を動かす）意欲」が高まったと回答した割合

75 80 85 90 ％

1,294 ― ― ― 人

R6 R7 R8 R9 単位

1,250 1,300 1,350 1,400 人

スポ―ツへの興味や関心が高まったとするアンケ―ト満足度

指
標

イベント参加者

指
標

アンケ―ト結果

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

目的達成に向けた事業を十分な規模、内容で実施され、多く
の子どもたちが参加する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

市民オリンピック事業補助金額 円 2,619,000 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 8,771 ー ー ー 8,941

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 9,463 ー ー ー

　物件費計 8,771 ー ー ー 8,941 98.1%

　人件費計 692 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 692 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

0.09人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

・補助金交付決定事務
・特別協力名義使用承認手続き
・大会当日に向けた調整
・補助金の支払い
・補助金額確定手続き

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

公益財団法人枚方市スポ―ツ協会が、市民の健康づくりや体力向上に寄与することを目的に新春走ろうかい事業を実施
することで、スポ―ツへの興味や関心を高めるとともに、年代や距離に応じて気軽に参加できる機会を創出します。

対象者(受益者)
公益財団法人枚方市スポ―ツ協会
公益財団法人枚方市スポ―ツ協会イベントへの参加者

現状・課題 活動の目標や練習の成果を発揮する場が少ない

事業の概要

公益財団法人枚方市スポ―ツ協会が実施する市民の健康増進や体力づくりに寄与することを目的とした取り組みに対し
てに補助金を交付する。
新春走ろうかい事業として、昭和52年から毎年成人の日に開催。淀川河川敷において気軽に走れる2㎞のジョギングの
部から本格的なハ―フマラソンまで複数の種目があり、年代や距離に応じて誰もが気軽に参加できるイベントを開催す
る。

年間の主な事務

根拠法令等 枚方市補助金等交付規則、新春走ろうかい事業補助金交付要項

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 新春走ろうかい事業補助金 補助金性質： 事業費補助

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 任意的区分

施策目標 17.誰もが文化芸術やスポ―ツなどに親しみ、学び、感動できるまち 性質 文化・スポ―ツ

担当部署(R7年度機構) 部： 観光にぎわい部 スポ―ツ振興課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 51

事務事業名称 新春走ろうかい事業補助事業



① 円 円 円 円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

令和７年度も引き続き、スポーツ協会の実施する事業を補助し、大会参加を目標とした市民の健康増進や体力づくり
のきっかけに寄与する。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

十分な規模、内容で大会を実施することで、大会参加者の増加に繋がり、大会参加を目標とした活動が健康増進や体力つくりのきっかけとなり、令和９年度末の
週１日以上スポ―ツに取り組む成人の割合を増やす。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

公益財団法人枚方市スポーツ協会が実施する「新春走ろうかい事業」に対し、補助金を支出することで、初心者からアスリート、幼児から高齢者までの
誰もが楽しく走れる大会の開催を支援し、市民の健康づくりや体力向上に寄与した。

97 ― ― ― ％

― 参加者へのアンケートにより測定した満足度

95 95 95 95 ％

2,950 ― ― ― 人

R6 R7 R8 R9 単位

2,950 3,000 3,050 3,100 人

年代や距離に応じて誰もが気軽に参加でき、健康増進や体
力つくりのきっかけになる。

指
標

大会参加者数

指
標

参加者満足度（アンケ―ト結果）

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

目的達成に向けた事業を十分な規模、内容で実施され、多く
の世代が参加する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

新春走ろうかい事業補助金額 円 8,771,000 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

３．具体的な活動(アクティビティ)

一般財源(物件費充当分のみ) 21,964 ー ー ー 20,245

歳入計(物件費に充当される特定財源) 18,272 ー ー ー 20,000

その他 18,272 ー ー ー 20,000

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 44,474 ー ー ー

　物件費計 40,236 ー ー ー 40,245 100.0%

　人件費計 4,238 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 10 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 4,228 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.01人 ― ― ―

0.55人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

①各種競技大会（総合体育大会等）の実施に係る委託手続き
②市内高校バレ―ボ―ル大会の運営
③ラグビ―カ―ニバルの実施に係る委託手続き

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

スポ―ツ大会やレクリエ―ション事業等の促進により、各大会に参加する市民の健康維持・体力増進を図り、
スポ―ツ活動をより活発にすることで、スポ―ツを通じて健康を増進し、人と人との交流を深めることを支えます。

対象者(受益者) 各種大会、イベントに参加する各種スポ―ツ競技者及び競技者となる可能性がある人

現状・課題 活動の目標や練習の成果を発揮する場が少ない。

事業の概要

市民のスポ―ツ振興を図るため、各種スポ―ツ大会やレクリエ―ション事業等を実施し、市民の健康維持・体力増進とス
ポ―ツ活動をより活発にすることを目的として、下記事業を実施する。
①各種競技大会（総合体育大会等）を実施。
②市内高校バレ―ボ―ル大会を実施し、同競技の振興と青少年の健全育成を図る。
③ラグビ―カ―ニバルを実施。

年間の主な事務

根拠法令等 スポ―ツ基本法、枚方市事務決裁規程

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.ひとり一人の成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 任意的区分

施策目標 17.誰もが文化芸術やスポ―ツなどに親しみ、学び、感動できるまち 性質 文化・スポ―ツ

担当部署(R7年度機構) 部： 観光にぎわい部 スポ―ツ振興課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 148

事務事業名称 スポ―ツ大会等開催事業



① 事業 事業 事業 事業

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

市民のスポーツ振興につながるよう、引き続き、各種スポーツ大会やレクリエーション事業を実施する。
毎年屋外で実施する大会の開催については、開催時期をはじめ会場や人員の確保等の課題について前年度の実績等
を踏まえ検討を行う。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

大会・イベントを目標として活動しやすくなることで、個人や団体などのニ―ズに応じたスポ―ツを継続して行える環境を実現させ、令和９年度末の週1日以上ス
ポ―ツに取り組む成人の割合を増やす。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

ラグビーカーニバルは毎年同時期に開催していることから、イベントの認知につながってきており、体験会の参加者数の増加につながった。また、総合
体育大会等の各種競技大会は天候により開催できなかった大会が生じたことから、参加人数が減少したため、目標数値には至らなかった。

17,250 ― ― ― 人

各種イベント・大会の開催数 各種イベント・大会参加者数

21,000 21,500 22,000 22,500 人

11 ― ― ― 回

R6 R7 R8 R9 単位

10 10 10 10 回

各種スポ―ツ競技者等の市民が、大会やイベントに参加す
る。

指
標

各種イベント・大会の開催数

指
標

各種イベント・大会参加者数

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

イベント・大会が多く開催される

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

市主催・委託事業数 事業 11 ー ー ー

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 0 ー ー ー 10

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 5,084 ー ー ー

　物件費計 0 ー ー ー 10 0.0%

　人件費計 5,084 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 10 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 5,074 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.01人 ― ― ―

0.66人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

・委嘱に関する事務
・スポ―ツ推進審議会の開催
・スポ―ツ推進計画の推進に関する事項やスポ―ツの推進に関する重要事項の調査、審議

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

だれもが生涯にわたってスポ―ツに親しみ、スポ―ツを通じて健康を増進し、人と人との交流を深めることを支えます。

対象者(受益者)
すべての市民
（ライフステ―ジに応じてスポ―ツに取り組む人やこれからスポ―ツに取り組もうとする人等）

現状・課題 生涯にわたって多種多様なスポ―ツを楽しめる環境づくりが求められている。

事業の概要
だれもが生涯にわたってスポ―ツに親しみ、スポ―ツを通じて健康を増進し、人と人との交流を深めることを目的に、市
長の附属機関として枚方市スポ―ツ推進審議会を設置し、本市の実情に即したスポ―ツの推進に関する計画を策定し、
体力づくりや健康増進とあわせて介護予防などに効果的なスポ―ツ振興に関する事業を総合的・計画的に推進する。

年間の主な事務

根拠法令等 スポ―ツ基本法、枚方市スポ―ツ推進審議会条例

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2016（H28）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.ひとり一人の成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 行政運営区分

施策目標 17.誰もが文化芸術やスポ―ツなどに親しみ、学び、感動できるまち 性質 企画調査・政策立案

担当部署(R7年度機構) 部： 観光にぎわい部 スポ―ツ振興課 区分 行政運営事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 150

事務事業名称 スポ―ツ推進計画推進事業



① 回 回 回 回

② 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

「枚方市スポーツ推進計画（改訂版）」後期計画の具体的施策に基づき実施した事業実績や今後の方向性について、ス
ポーツ推進審議会を開催し点検・評価を行う。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

令和5年度に「枚方市スポーツ推進計画（改訂版）」を策定し、後期計画の初年度となった令和6年度は、本計画の周知を行うとともに市民のスポーツへ
の関心を高められるよう各種事業を実施した。

R6 R7 R8 R9 単位
指
標

指
標

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

計画や審議会の意見に基づいたスポ―ツ振興に関する
事業の実施

回 0 ー ー ー

スポ―ツ推進審議会の開催数 回 0 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 17,973 ー ー ー 19,180

歳入計(物件費に充当される特定財源) 5,163 ー ー ー 5,202

その他 1 ー ー ー 0

5,202

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 5,162 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 31,115 ー ー ー

　物件費計 23,136 ー ー ー 24,382 94.9%

　人件費計 7,979 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 77 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 7,902 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.08人 ― ― ―

0.82人 ― ― ―

再任用 0.30人 ― ― ―

①団体登録の手続き、委託業者との調整、委託料の支払い、関係課会議
②団体登録の手続き、淀川河川事務所との調整、委託業者との調整、委託料の支払い、トイレ汲み取り等庁内調整
③使用者との調整、土地所有者（関電、西日本高速道路等）との調整、トイレ汲み取り等庁内調整

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

必要な施設保全や保守点検が行われ、利用者が安心安全快適に施設を利用できる環境整え、市民のスポ―ツの利用を
促進します。

対象者(受益者) サプリ村野スポ―ツセンタ―の利用者/淀川河川敷グラウンドの利用者/ゲ―トボ―ル場の利用者

現状・課題 市民が誰でも安全にスポ―ツができる環境整備されることが求められている。

事業の概要

①サプリ村野スポ―ツセンタ―（運動広場、体育館、多目的体育室１～４）の管理運営を行い、施設使用にかかる窓口業務
等については、サプリ村野NPOセンタ―とあわせて業者に委託している。
②淀川河川敷グラウンド（牧野・磯島）は、国からの許可を得て市民団体に貸し出している。
③ゲ―トボ―ル場は、施設ごとに使用者（地域団体）と協定を締結し、日常的な維持管理は使用者が行う。

年間の主な事務

根拠法令等
スポ―ツ基本法、枚方市立サプリ村野スポ―ツセンタ―条例、枚方市立サプリ村野スポ―ツセンタ―条例施行規則、淀川河川敷
グラウンドの貸出しに関する要綱、決裁

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 維持管理区分

施策目標 17.誰もが文化芸術やスポ―ツなどに親しみ、学び、感動できるまち 性質 文化・スポ―ツ

担当部署(R7年度機構) 部： 観光にぎわい部 スポ―ツ振興課 区分 持続的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 493

事務事業名称 スポ―ツ振興課所管体育施設維持管理事業



① 日 日 日 日

② 日 日 日 日

③ 施設 施設 施設 施設

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

関係団体等と適宜調整を行いながら適切な維持管理を行うとともに、保全計画に基づく施設の更新等を行い、利用者が安心安全快適に施設を利用できる環境を
整えることで利用者数の増加を図り、令和９年度末の週１日以上スポ―ツに取り組む成人の割合を増やす。

６．取組実績に対する自己分析・総括

― ― ― ― ―

― ―

― ― ― ― ―

92 ― ― ― %

R6 R7 R8 R9 単位

100 100 100 100 %

―

指
標

ゲ―トボ―ル場の稼働率

指
標

―

R6 R7 R8 R9

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
③

説
明

使用者（地域団体）と協定を締結し、日常的にスポ―ツを楽し
める場として活用する

ア
ウ
ト
カ
ム
③

説
明

単位

― ― ― ― ―

― ―

― ― ― ― ―

53,451 ― ― ― 人

R6 R7 R8 R9 単位

53,500 54,600 55,700 56,800 人

―

指
標

淀川河川敷グラウンド使用者数

指
標

―

R6 R7 R8 R9

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
②

説
明

効果的・効率的な管理運営を行い、施設使用者を増やす

ア
ウ
ト
カ
ム
②

説
明

単位

― ― ― ― ―

村野駅西土地区画整理事業に伴うサプリ村野運動広場が令和７年９月
から令和11年３月（予定）まで利用休止のため運動広場利用者数を除い
て算出する。

―

― ― ― ― ―

46,247 ― ― ― 人

R6 R7 R8 R9 単位

46,500 46,600 46,800 47,000 人

―

指
標

サプリ村野スポ―ツセンタ―使用者数

指
標

―

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

効果的・効率的な管理運営を行い、施設使用者を増やす

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

ゲ―トボ―ル場の施設数 施設 12 ー ー ー

淀川河川敷グラウンドの開所日数 日 319 ー ー ー

サプリ村野スポ―ツセンタ―の開所日数 日 347 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

サプリ村野スポーツセンター及び淀川河川敷公園グラウンドについては、引き続き施設の適切な維持管理を行い、ス
ポーツに親しみやすい環境作りに取り組む。ゲートボール場については、休止施設の土地所有者と返還に向けた協議
を進める。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

R6
年度

サプリ村野スポーツセンター及び淀川河川敷グラウンドについては、適切な維持管理を行った結果利用者数がほぼ目標値に達した。ゲートボール場に
ついては、1ヶ所休止中の施設があり、目標値を下回った。



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 9,220 ー ー ー 9,422

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 17,494 ー ー ー

　物件費計 9,220 ー ー ー 9,422 97.9%

　人件費計 8,274 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 48 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 8,226 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.05人 ― ― ―

1.07人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

・トップアスリ―トと連携した事業の企画・開催
・トップスポ―ツチ―ムとの連携協定に基づく事業の実施

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

トップアスリ―トとのふれあいを通してスポ―ツに対する関心を高めることで、スポ―ツに取り組む子どもやトップアスリ
―トに夢を抱く子どもの数を増やします。

対象者(受益者) これからスポ―ツに興味を持つまたは現在継続的にスポ―ツを実施している子ども

現状・課題 スポ―ツに対する関心を深める機会が少ない。

事業の概要
子どもたちのスポ―ツに対する関心を高め、夢を育むことを目的として市内でトップアスリ―トとふれあい、プレ―を間
近に見る機会を増やす。

年間の主な事務

根拠法令等 スポ―ツ基本法、枚方市事務決裁規程

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

〇
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 任意的区分

施策目標 17.誰もが文化芸術やスポ―ツなどに親しみ、学び、感動できるまち 性質 文化・スポ―ツ

担当部署(R7年度機構) 部： 観光にぎわい部 スポ―ツ振興課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 494

事務事業名称 トップアスリ―トとのふれあい事業



① 事業 事業 事業 事業

② チ―ム チ―ム チ―ム チ―ム

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

子どもたちのスポ―ツに対する関心を高めるため、引き続き連携協力協定に基づき子どもたちとトップアスリートが
ふれあえる機会を創出する。また運動の得意・不得意や障がいの有無に関わらず様々な種目のスポーツが楽しめるイ
ベントを実施できるよう検討していく。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

子どもたちが、トップアスリ―トとのふれあいを通して運動の得意・不得意や障がいの有無に関わらずスポ―ツを楽しみ、興味を持つことができることで、令和９
年度末の週１日以上スポ―ツに取り組む成人の割合を増やす。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

令和6年度は、新たに「花園近鉄ライナーズ」と連携協力協定を締結し、「大阪ブルテオン」「FCティアモ枚方」の３チームと連携して市民応援デーの開催
や、子どもを対象とした交流事業などを実施した。毎年実施しているイベント「スポーツチャレンジフェスタ2024」には人気トップアスリートであるプロ
サッカー選手の堂安律選手を招聘し、サッカーやブラインドサッカーなどの体験会やトークイベントを開催することで、参加者からは目標よりも高い満
足度を得ることができた。

97 ― ― ― ％

連携協定に基づき実施した市民応援デ―やイベントの実施、チ―ムの認
知度向上に向けた事業回数

連携協定に基づき実施したイベントにおける参加者へのアンケ―トによ
り測定した満足度

85 95 95 95 ％

21 ― ― ― 回

R6 R7 R8 R9 単位

20 22 24 26 回

子どもたちが、トップアスリ―トとふれあうことでスポ―ツを
楽しみ、スポ―ツに対する関心が高まる

指
標

トップスポ―ツチ―ムとの連携事業の回数

指
標

参加者満足度（アンケ―ト調査）

R6 R7 R8 R9

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
②

説
明

ホ―ムタウンチ―ムをはじめとしたトップスポ―ツチ―ムと
連携した事業の回数

ア
ウ
ト
カ
ム
②

説
明

単位

98 ― ― ― ％

毎年実施するスポ―ツイベントの参加者数 参加者へのアンケ―トにより測定した満足度

85 95 95 95 ％

200 ― ― ― 人

R6 R7 R8 R9 単位

200 200 200 200 人

子どもたちが、トップアスリ―トとふれあうことでスポ―ツを
楽しみ、スポ―ツに対する関心が高まる。

指
標

参加人数（体験）

指
標

参加者満足度（アンケ―ト調査）

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

多くの子どもたちにトップアスリ―トとのふれあいやトップレ
ベルのプレ―を間近に見る機会を提供する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

連携協力に関する協定締結数 チ―ム 3 ー ー ー

市主催・委託事業数 事業 2 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

３．具体的な活動(アクティビティ)

一般財源(物件費充当分のみ) 15 ー ー ー 15

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 9,005 ー ー ー

　物件費計 15 ー ー ー 15 100.0%

　人件費計 8,990 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 29 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 3,536 ー ー ー

特別職非常勤 5,425 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 47.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.03人 ― ― ―

0.46人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

・委嘱に関する事務(2年ごと)
・スポ―ツ推進委員協議会定例会および役員会の資料作成・通知・出席
・大阪府および北河内地区スポ―ツ推進委員協議会との連携
・イベント従事者の調整
・主催イベント「ライフ・チャレンジ・ザ・ウォ―クinひらかた」の企画・運営
・主催イベント「ライフ親子グラウンド・ゴルフ大会inひらかた」の企画・運営
・スポ―ツ推進委員協議会が所管する備品の貸出事務

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

スポ―ツ推進委員が、主催イベントに加え、各所属地域においてスポ―ツに関する行事や、ニュ―スポ―ツの普及活動等
を主体的に行うことで、各地域住民がスポ―ツに親しみやすい地域社会を目指します。

対象者(受益者) 各校区等を代表するスポ―ツ推進委員

現状・課題 スポ―ツ推進委員の担い手が不足している。

事業の概要
市内44小学校区住民、スポ―ツ団体等、学校教職員、体育・教育系大学生等・学識経験者他から推薦等によって選出さ
れた方の中から、スポ―ツ基本法に基づいてスポ―ツ推進委員を委嘱し、枚方市スポ―ツ推進委員で構成される枚方市
スポ―ツ推進委員協議会の事務局として、スポ―ツ推進委員とともに生涯スポ―ツの普及振興を図っていく。

年間の主な事務

根拠法令等 スポ―ツ基本法、枚方市スポ―ツ推進委員に関する規則、決裁

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 1962（S37）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 行政運営区分

施策目標 17.誰もが文化芸術やスポ―ツなどに親しみ、学び、感動できるまち 性質 内部事務・行政運営

担当部署(R7年度機構) 部： 観光にぎわい部 スポ―ツ振興課 区分 行政運営事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 495

事務事業名称 スポ―ツ推進委員関係事務



① 人 人 人 人

② 回 回 回 回

③ 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

主催イベントの開催やニュースポーツの普及活動を行うとともに、各校区でのスポーツ振興活動を活発に行うことで
各地域住民がスポ―ツに親しみやすい地域づくりを目指す。加えてスポーツ推進委員の活動を知ってもらうきっかけ
をつくり、担い手を増やせるよう努める。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

主催イベントである「ライフ・チャレンジ・ザ・ウォーク」および「ライフ親子グラウンド・ゴルフ大会」を開催した。また協議会の備品であるニュースポーツ
用具の貸出しを行うとともに、公益財団法人枚方市スポーツ協会や行政機関から依頼を受けて各種スポーツイベントのニュースポーツに関するコー
ナーの運営スタッフとして従事協力を行うなど、ニュースポーツの普及活動を行った。

R6 R7 R8 R9 単位
指
標

指
標

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

定例会の実施 回 8 ー ー ー

イベントの実施 回 2 ー ー ー

スポ―ツ推進委員の人数 人 48 ー ー ー

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 68,596 ー ー ー 69,383

歳入計(物件費に充当される特定財源) 7,920 ー ー ー 7,390

その他 2,927 ー ー ー 2,766

4,624

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 4,993 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 97,933 ー ー ー

　物件費計 76,516 ー ー ー 76,773 99.7%

　人件費計 21,417 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 21,417 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

1.40人 ― ― ―

再任用 2.00人 ― ― ―

・野外活動センタ―の管理運営委託
・学校キャンプの利用調整
・学校キャンプの往復交通手段となるバス代や体験プログラムの補助

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

自然の中での野外活動を通じて、市民の余暇の活用及び自然に関する知識の向上並びに青少年の健全育成を図ること
を目的として、施設の利用者が安心安全に施設を利用できる環境を整えるとともに、学校キャンプの利用を促進し、市内
の子どもたちが施設を利用することで、施設の活性化が図られ、より多くの青少年の健全育成が図られることを目指し
ます。

対象者(受益者)
野外活動センタ―の利用者
学校キャンプを利用する市内小中学校の児童・生徒

現状・課題 自然の中での体験学習や野外活動の機会が不足している。

事業の概要
利用者が安心安全に施設を利用できる環境を整えるため、必要な施設保全や保守点検を適切に行う。
学校キャンプ（日帰り･宿泊）の利用促進を図るため、企画段階からサポ―トを行い、学校ニ―ズに対応した学校キャンプ
を支援する。

年間の主な事務

根拠法令等 スポ―ツ基本法、枚方市野外活動センタ―条例、枚方市野外活動センタ―条例施行規則、決裁

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 1970(S45)年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

〇
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 任意的区分

施策目標 17.誰もが文化芸術やスポ―ツなどに親しみ、学び、感動できるまち 性質 文化・スポ―ツ

担当部署(R7年度機構) 部： 観光にぎわい部 スポ―ツ振興課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 497

事務事業名称 野外活動センタ―運営事業



① 回 回 回 回

② 件 件 件 件

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

見直し 見直し ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

・保全計画等に基づき、適切な施設の維持管理を行っていく。
・バス運転手の不足等により、バスの手配が課題となっているため、各学校との日程調整を早い段階で進め、引き続
き学校キャンプの支援を行う。
・サウンディング型市場調査の結果を取りまとめ、リニューアルに向けた取組みを進める。

R７年度
方向性 見直し

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

施設の利用者が安心安全に施設を利用できるよう、施設環境を整える。
学校キャンプの支援を実施し、令和９年度までにコロナ前（平成30年度実績）の利用者数まで増やす。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

・施設保全や保守点検を適切に行った結果、施設の不備等による事故件数は０件だった。
・冬季の休所日の利用ニーズを調査する目的で試行開所した。
・森林環境譲与税を活用した森林整備業務を行い、安全な施設運営を行った。
・青少年の自立心と生きる力を育む授業として実施されている学校キャンプを支援した。
・利用状況や施設状況などを踏まえ、リニューアルに向けたサウンディング型市場調査を実施した。
・青少年の自立心と生きる力を育む授業として実施されている学校キャンプを支援するとともに、当施設の利用促進を図ることを目的に、
　当センターまでの往復交通手段となるバス利用を支援しているが、バス運転手の不足等により、学校の希望日にバスが手配できないため
　実施を見送る等の課題が生じたことから、スケジュールの調整が必要となると考えている。

3,397 ― ― ― 人

― ―

5,910 6,110 6,310 6,510 人

23 ― ― ― 校

R6 R7 R8 R9 単位

20 21 22 23 校

学校キャンプに参加した子どもたちが別の機会に利用する
など、市内小中学生の施設利用が増加する。

指
標

支援を行った小中学校数

指
標

市内小中学生の利用者数（日帰り・宿泊）

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

支援を行った小中学校の児童・生徒が学校キャンプに参加す
る。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

小・中学校を対象としたバス配車件数 件 19 ー ー ー

施設保全や保守点検の実施回数 回 17 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 241,339 ー ー ー 232,222

歳入計(物件費に充当される特定財源) 112,480 ー ー ー 182,093

その他 3,080 ー ー ー 3,411

0

市債 109,400 ー ー ー 169,800

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 8,882

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 367,456 ー ー ー

　物件費計 353,819 ー ー ー 414,315 85.4%

　人件費計 13,637 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 29 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 13,608 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.03人 ― ― ―

1.77人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

・指定管理者との協定締結
・指定管理者との協議・調整
・指定管理料の支払い
・モニタリングの実施

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

必要な施設保全や保守点検が行われ、利用者が安心安全快適に施設を利用できる環境を整え、市民のスポ―ツの利用
を促進します。

対象者(受益者) 総合スポ―ツセンタ―の利用者／渚市民体育館の利用者／伊加賀スポ―ツセンタ―の利用者

現状・課題 市民が誰でも安全にスポ―ツができる環境整備が求められている。

事業の概要
総合スポ―ツセンタ―等の維持管理及びこれによるスポ―ツ振興を図ることを目的に、　指定管理者（３施設一括管理）
による効果的・効率的な管理運営を行うとともに、各種スポ―ツ教室によるスポ―ツ機会を提供する。

年間の主な事務

根拠法令等
スポ―ツ基本法、枚方市公の施設における指定管理者の指定の手続等に関する条例、枚方市立総合スポ―ツセンタ―条例、枚方
市立総合スポ―ツセンタ―条例施行規則、枚方市立市民体育館条例、枚方市立市民体育館条例施行規則、枚方市立伊加賀スポ
―ツセンタ―条例、枚方市立伊加賀スポ―ツセンタ―条例施行規則

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2006（H18）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 維持管理区分

施策目標 17.誰もが文化芸術やスポ―ツなどに親しみ、学び、感動できるまち 性質 文化・スポ―ツ

担当部署(R7年度機構) 部： 観光にぎわい部 スポ―ツ振興課 区分 持続的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 499

事務事業名称 指定管理施設（スポ―ツ）維持管理事業



① 日 日 日 日

② 日 日 日 日

③ 日 日 日 日

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

指定管理者による適切な維持管理を行い、効果的・効率的な施設運営が行われているか、モニタリング等で適宜確認するとともに、保全計画に基づく施設の更新
等を行い、利用者が安心安全快適に施設を利用できる環境を整えることで利用者数の増加を図り、令和9年度末の週1日以上スポ―ツに取り組む成人の割合を
増やす。

― ― ― ― ―

― ―

― ― ― ― ―

204,759 ― ― ― 人

R6 R7 R8 R9 単位

207,000 219,000 231,000 243,000 人

―

指
標

伊加賀スポ―ツセンタ―使用者数

指
標

―

R6 R7 R8 R9

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
③

説
明

効果的・効率的な管理運営を行い、施設使用者を増やす

ア
ウ
ト
カ
ム
③

説
明

単位

― ― ― ― ―

― ―

― ― ― ― ―

119,594 ― ― ― 人

R6 R7 R8 R9 単位

117,000 119,700 122,400 125,100 人

―

指
標

渚市民体育館使用者数

指
標

―

R6 R7 R8 R9

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
②

説
明

効果的・効率的な管理運営を行い、施設使用者を増やす

ア
ウ
ト
カ
ム
②

説
明

単位

― ― ― ― ―

― ―

― ― ― ― ―

265,580 ― ― ― 人

R6 R7 R8 R9 単位

264,200 265,800 267,400 269,000 人

―

指
標

総合スポ―ツセンタ―使用者数

指
標

―

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

効果的・効率的な管理運営を行い、施設使用者を増やす

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

伊加賀スポ―ツセンタ―の開所日数 日 347 ー ー ー

渚市民体育館の開所日数 日 347 ー ー ー

総合スポ―ツセンタ―の開所日数 日 349 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

指定管理施設3施設については、引き続き施設の適正な維持管理を行い、利用者が安心安全快適に施設を利用でき
る環境を整えることで利用者数の増加を図る。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

総合スポーツセンター及び渚市民体育館については、適切な維持管理を行い目標値を達成した。伊加賀スポーツセンターについては、大体育室及びテ
ニスコートの電灯設備改修工事（LED化）に伴い令和６年９月から令和７年２月までの間休室としたため目標値を下回った。



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 4,671 ー ー ー 4,671

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 6,132 ー ー ー

　物件費計 4,671 ー ー ー 4,671 100.0%

　人件費計 1,461 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 1,461 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

0.19人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

・本事業に係る委託手続き
・各企業との協定の締結
・各企業への負担金の支払い

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

企業又はその他の法人等（以下「企業等」という。）の協力のもとに、提供可能なスポ―ツ施設を広く開放することにより、
企業等と地域社会との新たな連携を形成するとともに、スポ―ツ活動の場の充実を図り、市民のスポ―ツの利用を促進
する。

対象者(受益者) 開放する民間スポ―ツ施設の利用者

現状・課題
枚方市内のスポ―ツ振興課所管のスポ―ツ施設は高い利用率が続いているため、土日祝日を中心に施設利用ができな
い利用者も多数発生している。

事業の概要

本事業の目的を達成するために、下記の事業を行う。
①使用者登録
②企業等との使用調整及び使用申込
③本事業に必要な民間スポ―ツ施設に係る物品購入、修繕
④本事業へ協力する企業・大学等の新規開拓
⑤情報発信

年間の主な事務

根拠法令等 民間施設等活用推進実施要綱

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 1988（S63）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 3.一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち 細区分 任意的区分

施策目標 17.誰もが文化芸術やスポ―ツなどに親しみ、学び、感動できるまち 性質 文化・スポ―ツ

担当部署(R7年度機構) 部： 観光にぎわい部 スポ―ツ振興課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 502

事務事業名称 民間スポ―ツ施設開放事業



① 人 人 人 人

② 社・校 社・校 社・校 社・校

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き連携企業を増やすための取り組みを行いつつ、より多くの市民に活用いただけるような手法等について検
討していく。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

市民のスポ―ツの利用を促進するため、各施設の開放件数を維持し、令和９年度末の週１日以上スポ―ツに取り組む成人の割合を増やす。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

昨年度本事業に協力していただいた施設は確保できたが、対前年度比で施設の合計開放件数は減少した。また、新規開拓に向けて企業や大学等と協
議を行っているが、協力までには至らなかった。

1,726 ― ― ― 件

令和6年度の開放件数合計値（テニスコ―トのみ）
※協力企業の減少を踏まえ、令和6年度の合計値を維持

各施設の申込件数の合計値（テニスコ―トのみ）
目標値は令和５．6年度の実績値から平均伸び率で計算

1,725 1,750 1,800 1,850 件

4,183 ― ― ― 件

R6 R7 R8 R9 単位

4,183 4,183 4,183 4,183 件

テニスコ―トの合計申込件数

指
標

各施設の開放件数の合計値（テニスコ―トのみ）

指
標

各施設の申込件数の合計値（テニスコ―トのみ）

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

テニスコ―トの合計開放件数

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

本事業の協力企業・学校等 社・校 3 ー ー ー

各施設の登録者数 人 288 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 534 ー ー ー 484

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

0

市債 0 ー ー ー 0

0 ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 9,011 ー ー ー

　物件費計 534 ー ー ー 484 110.3%

　人件費計 8,477 ー ー ー

ー

附属機関委員 0 ー ー ー

会計年度任用職員 97 ー ー ー内
訳

正職員、再任用、任期付職員 8,380 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.10人 ― ― ―

1.09人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

・予算管理
・物品購入、支払い事務
・委託契約処理
・車両管理
・市民からの問い合わせ対応

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

スポ―ツ振興課の所管事務に関する手法改善を随時行い、業務を円滑に執行する。

対象者(受益者) スポ―ツ振興課職員

現状・課題 所管事務を効率的かつ効果的に執行する。

事業の概要 課の運営事務

年間の主な事務

根拠法令等 決裁

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 9.施策体系外 細区分 行政運営区分

施策目標 99.施策体系外 性質 内部事務・行政運営

担当部署(R7年度機構) 部： 観光にぎわい部 スポ―ツ振興課 区分 行政運営事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 905

事務事業名称 スポ―ツ振興課運営事務



①

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

課所管事務の適正な執行に向けて、各課庶務関係事務を正確かつ適正に実行する。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

【スポーツ振興課運営事務】市議会関係、行政評価関係、車両関係
【スポーツ振興課内庶務事務】予算・決算関係事務、物品購入及び契約関係事務、文書関係事務、職員の服務・給与・休暇に関する事務

R6 R7 R8 R9 単位
指
標

指
標

R6 R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績


